
第 26 号様式（第 63 条関係） 

令和元年度 指定管理者モニタリングレポート 

 

施 設 名 鹿屋市輝北体育館ほか２施設 

所 在 地 鹿屋市輝北町上百引2635番地外 

指定管理者 

名 称： 株式会社 ティエム       

代表者： 代表取締役 神丸 隆彦     

住 所： 鹿屋市輝北町上百引3584番地3   

連絡先： 099-486-0758          

モニタリングの 

実施経過 

●書類審査（月例及び年度報告書） 

●現地調査 

●ヒアリング調査 

担当部課 

（問合せ先） 
市民生活部 市民スポーツ課  電話0994-31-1139 内線3591 

 

【モニタリングの総合評価】 

全体的に良好な管理運営が行われている。 

 施設の運営については、条例に則し適正で公平な利用受付、許可を行っているが、

体育館、運動場の利用が増加傾向にある中で、多目的グラウンドの利用が減少してい

るため、今後は利用促進への取組などの改善が必要である。 

 施設の安全対策については、訓練の実施、緊急時対応マニュアルの作成、職員の指

導により、利用者が安心して施設を利用できるよう環境づくりに努めている。 

 

【今後の業務改善に向けた考え方】 

≪指定管理者が実施・検討する事項≫ 

・芝及びクレイグラウンドの維持管理 

・老朽化進む各施設の適切な管理 

≪施設所管課が実施・検討する事項≫ 

・老朽化した施設（体育館）や設備の計画的な整備又は修繕 

・施設利用促進対策の検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑴基本的な考え方（施設の性格･目的等との合致、市民の平等な利用の確保、施設の効用発揮） 

①合目的性・公平性・効果性 

○利用者数については、体育館、運動場については増加傾向であるが、多目的グラウ

ンドは減少している。減少の理由として、輝北地区のグラウンドゴルフ競技人口が

減少したことと、併せて、利用施設を多目的グラウンドから運動場へ変更したため

である。利用料金については前年を上回っている。 

施設 
令和元年度 平成30年度 

利用者数 利用料金 利用者数 利用料金 

輝北体育館 4,985 167,385 4,542 124,090 

輝北運動場 9,383 56,650 9,239 62,740 

輝北運動場照明 ― 28,170 ― 9,425 

百引多目的グラウンド 556 12,510 1,508 17,460 

百引多目的グラウンド照明 ― 0 ― 1,080 

合計 14,924 264,715 15,289 214,795 

○施設の予約及び許可等については、概ね適切に行われている。 

○予約のキャンセル時は、調整を行うなど公平な取扱いに努めているが、悪質な利用

者に対しての指導が必要である。 

○利用者の要望について、指定管理者で対応可能なものについては、即時対応するよ

うに努めている。また、体育館でのバスケットでの利用要望が寄せられている。 

○管理者名、連絡先、料金等の指定管理者に関する情報の表示を行い、利用者の利便

性の向上に努めている。 

⑵業務内容 

①機能性・独創性（事業への具体的な取組み方） 

○利用率向上のため、地域の事業所や高校へ施設の利用案内を行い、利用者を獲得し

ている。 

○除草剤を散布する際は、利用がないときに、看板を設置して実施しており、薬害対

策に取り組んでいる。 

○クレイグラウンドについては、利用者のグラウンド整備のほか、指定管理者のブラ

ッシング等により整地を行っている。 

②責任性・実行性（施設の運営体制や組織） 

○仕様書に即した年度計画を作成し、業務の実施に当たっている。 

○申請書等の個人情報は、鍵つきのキャビネット内で保管を行っている。 

○出納事務は、会計主任が行い、業務主任がチェックする体制がとられている。 

③明瞭性・規律性（適正な事務や経理） 

○毎日の施設点検のほか、毎年、防災訓練の実施及びＡＥＤ研修を受講している。ま

た、防災訓練の際に、避難路の確認等も行うなど施設及び利用者の安全に配慮して

いる。 

④安全性（安全管理・緊急時等の対応） 

○毎日の施設点検のほか、年２回の消防訓練及び２年に１回のＡＥＤ講習を受講し、

施設及び利用者の安全に配慮している。 



⑤社会性（環境等への配慮） 

○環境への配慮として、節電・節水に取り組んでいるほか、裏紙の再利用や緑のカー

テンを実施するなどの取り組みを行っている。 

⑶事業収支 

①経済性 

○月例報告及び年度報告書から、管理経費は効率的、効果的に使用していると判断す

る。 

○複数の業者から見積もりを徴取するなど、管理経費の節約に努めている。 

⑷団体の経営状態 

①経営の健全性 

○財務諸表等会計関係書類及び過去の実績から、経営について問題はないと判断する。 

 



第 27 号様式（第 63 条関係） 

施 設 概 要 調 書 

 
１ 施設の概要 

施 設 名 鹿屋市輝北体育館ほか２施設 所 管 課：市民スポーツ課 

所 在 地 鹿屋市輝北町上百引2635番地 設置年月日：昭和56年7月1日 

設 置 目 的 市民一般の体育及びスポーツその他健康で文化的な各種行事並びに

集会の用に供するため 

設置の根拠 

（法令、条例等） 

鹿屋市体育館条例、鹿屋市運動場条例 

施設の概要 設備の概要 敷地面積 14,970㎡ 

延床面積 1,732.05㎡ 

《有料》条例に基づき、使用量を徴収 

事 業 概 要 （１）私用の許可等に関する業務 

（２）維持管理に関する業務 

（３）市が必要と認める業務 

 

２ 経営分析評価指標 

①事業収支 5,692円 ④外部委託費比率 8.2％ 

②利用料金比率 2.1％ ⑤利用者あたり管理運営コスト 836.9円/一人 

③人件費比率 31.3％ ⑥利用者あたり自治体負担コスト 422.2円/一人 

※ 少数点第２位四捨五入 

 

３ 運営状況 

項目 実施計画（事業計画書より） 実施内容（実績） 

開館日数 359日 359日 

開館時間 午前8時30分～午後10時 午前8時30分～午後10時 

事業開催   

 

４ 利用実績 

項目 実施計画（事業計画書より） 実施内容（実績） 

貸し室等 

利用回数 

輝北体育館   

輝北運動場   

輝北運動場照明   

百引多目的グラウンド   

百引多目的グラウンド照明   

計   

施設利用 

人数 

輝北体育館  4,985 

輝北運動場  9,383 

輝北運動場照明  0 

百引多目的グラウンド  556 

百引多目的グラウンド照明  0 

計   

相談件数   

講座参加者数   

合 計 
利用回数  367 

利用人数  14,924 

 



５ 事業収支                        （単位：千円） 

項目 実施計画（事業計画書より） 実施内容（実績） 

貸し室等利

用収入 

輝北体育館  167 

輝北運動場  57 

輝北運動場照明  28 

百引多目的グラウンド  13 

百引多目的グラウンド照明  0 

計 183 265 

指定管理料 6,176 6,301 

その他収入  5,923 

前年度繰越  6 

   

収入計（Ａ） 6,359 12,495 

人件費 2,941 3,905 

光熱水費 432 477 

通信運搬費 168  

修繕費 410 391 

管理費 899 878 

委託料 1,509 1,026 

その他   

その他  5,813 

支出計（Ｂ） 6,359 12,490 

収支（Ａ）－（Ｂ） 0 5 

 

 

 

 

 



第 28 号様式（第 63 条関係） 

指定管理者自己評価表 

令和 2年 5月 25 日 

 

指定管理者  株式会社テイエム               

 

施 設 名  輝北体育館ほか                

 

確認事項 自己評価 

履行 

確認 
１ 協定書、仕様書及び事業計画書に基づいた管理運営を行っているか ③・２・１ 

執 

行 

体 

制 

２ 人員の配置が適切であるか ③・２・１ 

３ 従業員に対し、業務に必要な研修や教育を適切に行っているか ③・２・１ 

４ 就業規則等を遵守し、雇用者の労働環境を確保しているか ③・２・１ 

５ 個人情報の取扱いは適切に行っているか ③・２・１ 

安

全

対

策 

６ 危険箇所の把握及び点検を行い、利用者等の安全安心に努めている

か 
③・２・１ 

７ 防犯、防災対策等の危機管理体制は適切であるか（緊急連絡網や初

動対応要領の作成等） 
３・②・１ 

サ 

ー 

ビ 

ス 

の 
質 

８  親切丁寧な接客に努めているか ③・２・１ 

９ 利用者からの苦情等に対し適切に対応しているか ③・２・１ 

10 特定の者に有利又は不利な取扱いをしていないか ③・２・１ 

11 サービス向上及び利用促進のための取組を行っているか ③・２・１ 

報
告
事
項 

12 利用者の満足度調査（聞き取りを含む）等を行っているか ③・２・１ 

13 施設の破損及び異常について、速やかに対応し、市へ報告している

か 
③・２・１ 

経
営
状
況 

14 利用者数や稼働率等は適切な水準であるか ３・②・１ 

15 事業収支は妥当であるか ３・②・１ 

総 合 

評 価 

(所感) 

2.5 「２」･･･良 

利用者予約が無断キャンセルになり他の利用者に予約が出来ない状況で 

稼働率が大きく減少、今後予約について確実に利用する団体等を優先する。 

体育館についてはバレーボール等減少傾向だったがダンス等の利用を促進できた。 

【自己評価の採点基準】「３」･･･優 「２」･･･良 「１」･･･可 
※ 総合評価（所感）の欄には、年間を通した指定管理業務において評価できる点や改善点・

反省点を踏まえた所感を記載すること。 

 


